
 

１ はじめに 

  今回紹介した資料は「学事関係諸令達通牒」いう簿冊に保存されている、明治時代に北

諸県郡内の小学校で実際に課せられた、夏休みの復習帳です。現在の夏休みの宿題の基と

なった復習帳の内容と併せて、明治時代の初等教育制度の成り立ちや、長期休暇中に宿題

や日記が課せられるようになった背景について、ご紹介します。 

２ 明治時代の小学校制度 

 

 

３ 夏休みの始まり 

明治１４年（１８８１）に達せられた、「小学校教則綱領」の第七条に制定されたのが

始まりです。 

小学校教則綱領 

第一章 小学科ノ区分 

（中略） 

第七条 小学校ニ於テハ日曜日、夏季冬季休業日及大祭日、祝日等ヲ除クノ外授業スヘキ

モノトス 

 

年代 法令名 特徴

明治５年（１８７２） 学制 日本最初の近代的学校制度を定めた教育法令

明治１２年（１８７９） 教育令 学制を廃止し交付された教育に関する法令

明治２３年（１８９０）
小学校令

（第二次小学校令）
○尋常小学校の修業年限を３年、または４年
　高等小学校を２年、３年、または４年と制定

明治４０年（１９０７） 小学校令中改正
○尋常小学校の修業年限が４年から６年に延長
　義務教育期間が６年間となる

○小学校を尋常小学校・高等小学校の二段階にする
○普通教育の義務化を規定「義務教育の始まり」

○修業年限は尋常・高等各４年
○義務教育期間は尋常小学校の４年間と制定

○尋常小学校の修業年限を４年に統一
　義務教育期間も再び４年間となる
○義務教育年限延長に備えて高等小学校の併置を奨励

○義務教育の無償制を制定

小学校令
（第一次小学校令）

明治３３年（１９００）
小学校令

（第三次小学校令）

小学校ノ学科及其程度

明治１９年（１８８６）

貴重な明治期の夏休み復習帳 

No.４ 資料紹介 



４ 夏休みの復習実施調査依頼 

明治４３年（１９１０）文部省が「夏季休業日に心身の休養を妨げない範囲内で、既に

学習した教科目を忘却させることなく、児童が自発的に復習し、なるべく学んだ知識を実

際に活用させるには、どのような方法が良いか？」という調査依頼を出しました。これを

受け、県が各郡宛に報告書作成を依頼しました。 

 

５ 都城尋常高等小学校の報告書（現在の都城市立明道小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）復習法

①毎日涼しい朝夕の時刻に復習すること

②低学年は１日約３０分程度、高学年は１日約１時間程度を限度とすること

③児童が自発的に復習できるほどの課題の選択並びに分量に注意すること

（２）課題の種類と結果調査

【全体の課題】

①国語算術を主として課題を選ぶこと

②課題を写し取らせること（休業前に児童が課題を書き写して帰る）

③課題自習の実行を調べ、間違いを指摘し批評すること

【国語について】

①国語は視写（手本とするものを見て書き写すこと）をさせること

②尋常科５年生以上は毎日日誌を記させ、作文力の養成をすると共に、

児童の実際生活行為が、既に学習した道徳と適合しているかを検査すること

【算術について】

①算術は形式の練習算を主として課し、運算を正確迅速になること

②算法（計算方法）を忘れるのを防ぐことに注意

③課題は写し取らせるか、教科書に課題箇所の印を指定して記す

【その他の課題】

①国語・算術以外の復習課題等の実施は担任教員の一任にする

（３）休業中における児童召集（登校日の実施）

召集日（登校日）には、復習ならびに訓練上についての注意をする

召集日は８月１２日、１６日、２２日、２６日、３０日



６．西嶽尋常高等小学校の報告書（現在の都城市立西岳小学校） 

  他の学校では行われていない、地域の特性に応じた取り組みが報告されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西嶽尋常高等小学校は学校の位置が人里から離れており、また道路が険悪な為に、

夜間や朝間に児童を召集し復習することが困難であるので、自主的に復習させる他に

良い方法がなかった為、以下の取り組みをおこなった

(1)従来は６区に区分しているが、そこから児童の多少、土地の便不便、遠近等の関

係から９組に分ける

(2)児童は１組を一円とし、平均２４名強となる

(3)各組の中高学年の内、品行方正で学力優秀な児童を「組長」に任命し、校長か

ら組長に任命された中高学年へ、以下の論告をおこなった

イ、組長に任せられた者は名誉であり、常に他の生徒の模範となること

ロ、休業中は学科の復習は元より、遊戯その他の際にも他の生徒の世話をすること

ハ、骨を惜しまないこと

(4)父兄への希望

イ、各組内で児童が夜間、又は昼間集会すべき場所を比較的教育熱心な有志の家

を決め、教員が出張の上借りる

ロ、児童が集会すべき家の人は、常に児童の監護の任務にあたる様依頼する

ハ、一般児童の父兄に復習の目的方法等の説明をして、その助力を乞う



７ 学年別夏休みの宿題帳 

北諸県郡内の小学校で実際に課せられた、実際の復習帳（一部抜粋）です。復習帳は主

に、夏休みを過ごす上での心構えを書いた「休暇中の心得」と、問題集で構成されており、

また高等科１年生には日誌が課せられていました。 

 

尋常科第 1 学年の復習帳 

【復習帳の表紙】           【休暇中の心得】 

 

【問題】 
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あ
さ
は
や
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お
き
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よ
る
は
や
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や
す
め 

 

２
．  

よ
み
か
き
し
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に
っ
し
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き
い
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お
こ
た
る
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３
．  

お
も
し
ろ
く  

や
す
み
を 

す
ご
せ  

（問題の解説） 

黄色の枠・・・上段のカタカナをお手本に、下段に鉛筆で同じ文字を書く問題。 

赤色の枠・・・描かれた物（ナス）の名前を答える問題。 

緑色の枠・・・数字の数を○で描く問題。９個の○が描かれている。 

青色の枠・・・描かれた○の数を答える問題。 



尋常科第３学年の復習帳 

【復習帳の表紙】        【休暇中の心得】 

                  

【問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八
月
九
日 

水
曜
日 

晴
天 

 

八
月
十
日 

木
曜
日 

晴
天 

休
暇
中
の
心
得 

一
、き
れ
い
に
か
き
い
れ
な
さ
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二
、毎
日
一
時
間
ほ
ど
は
お
さ
ら
い
し
な
さ
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早
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お
き
て
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く
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、め
う
え
の
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や
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八
、か
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九
、な
ま
水
を
た
く
さ
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の
ま
ぬ
よ
う
に
し
な
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十
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月
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り
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け
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(1)419+542＝981 （正解 961） 

(2)638+233＝871 

（１
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一 

（正
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九
百
六
十
一
） 
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尋常科第５学年の復習帳 

【復習帳の表紙】         【休暇中の心得】 

 

【問題】 

 

 

一
、 
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体
を
丈
夫
に
す
る
こ
と  
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、 

内
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い
え
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）手
伝
い
を
よ
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こ
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予
定
の
復
習
を
す
る
こ
と 

四
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蛙
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卵
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う
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す
。う
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な
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か
ら
あ
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て（
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）
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尾
）が
な
く
な
り
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。そ
れ
か
ら

は
い
ぞ
う（
肺
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え
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い
っ
そ（
い

っ
し
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き
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。そ
し
て
ほ
ん
と

う
（
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当
）の
蛙
る
に
な
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で
あ
り

ま
す
。 

八
月
十
九
日 

晴
天 

金
曜
日 

科      理 



高等科第１学年の宿題帳 

【復習帳の表紙】        【休暇中の心得】 

【問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日
誌 

朝
地
理
を
読
み
綴
り
方
を
書
き

ま
し
た
。
午
後
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時
頃
か
ら
桑

つ
み
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行
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快
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つ
み
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早
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帰
っ
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を
読
み
ま
し
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そ
れ
か
ら
庭
の
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て
湯

に
入
っ
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算
術
国
語
等
を
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ら

べ
て
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に
就
き
ま
し
た
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一
、身
体
を
丈
夫
に
す
る
こ
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１
．運
動
を
ほ
ど
よ
く
な
せ 

      

２
．く
さ
っ
た
も
の
を
食
べ
る
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３
．水
は
な
る
だ
け
飲
ま
ぬ
様
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４
．ね
た
時
に
腹
を
ひ
や
す
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二
、手
伝
い
を
よ
く
す
る
こ
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１
．朝
ば
ん
の
掃
除
を
怠
る
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２
．頼
ま
れ
た
事
は
よ
く
せ
よ 

三
、勉
強
を
よ
く
す
る
こ
と 

１
．復
習
を
怠
ら
ぬ
こ
と 

２
．約
束
を
よ
く
守
り
日
誌
を 

忘
れ
ぬ
様
に 

３
．毎
日
そ
の
日
の
こ
と
を
せ
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四
、面
白
く
休
み
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す
ご
せ 

１
．時
に
さ
ん
ぽ
を
す
べ
し 

２
．水
に
浴
す
べ
し 

３
．正
直
に
あ
る
べ
し 

４
．だ
ま
っ
て
家
を
出
る
な 

夏休み心得 

就
寝 

午
后
十
時
十
分 

起
床 

午
前
六
時
六
分 

八
月
七
日  

日
曜
日  

曇
天 


